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    公益財団法人 樂美術館 



             作品購入規程      

（目的） 

第１条 作品購入は樂美術館の公益事業（定款第３条及び第４条）目的に則り、収蔵作品・

資料のよりよい充実をはかるために行う。 

 

（購入） 

第２条 当館の事業目的に添った、歴史的史料価値、芸術的価値等の高い作品を選定する。 

 

第３条 購入作品は当館の基本財産とする。 

 

第４条 作品購入に関して、当館の役員ならびに職員はいかなる利益も授受してはならない。 

 

（購入作品選定） 

第５条 作品購入の選定は、理事長、学芸員の発案により、理事長が購入委員会を招集、同

委員会で調査、検討し、意見書を理事会に提出する。 

 

第６条 購入決定作品の支払計画案は、理事長、事務長、学芸員によって検討し、原案を理

事会に提出する。 

 

（選定基準） 

第７条 購入作品の選定基準は、樂美術館の事業目的に沿って樂焼陶芸作品その他の日本陶

芸作品、茶道美術及び樂焼に関する歴史資料とする。 

なお、購入対象には現存の作家による作品は入れない。 

 

（購入決定） 

第８条 購入作品の決定は、理事会に於いて、購入委員会より提出された意見書、ならびに

支払計画案に基づき、慎重に審議し決議する。 

 

第９条 理事会の決議は、決議について特別の利害関係を有する理事を除く理事の過半数が

出席し、その過半数の賛成決議をもって決定する。但し緊急を要する場合は、文書に

よる理事全員の賛成をもって決定することができる。 

 



第１０条 第９条の理事会決定を受けて、事務長は直ちに購入手続き及び支払いに入る。 

 

（購入委員会） 

第１１条 購入委員会は５名とする。 

１，委員構成  当館役員２名、外部専門委員１名、理事長、学芸員とする。 

２，委員の選任 委員の選任は理事会において理事の過半数の賛成を以て決議する。 

３，任期 委員の任期は２年とし、重任を可とする。     

 

第１２条 購入委員会は、購入作品の候補ならびに購入計画案を詳細に検討し、購入に関す

る意見書を作成して理事会に提出する。 

 

第１３条 購入作品についての意見書は、購入委員会全員の承認を以て有効とする。 

   但し、緊急を要する場合は、資料を事前に各委員に配布して検討し、文書による各 

   委員全員の意見書承認を以て有効とすることができる。 

 

（対象作品） 

第１４条 当規程の対象となる作品は、一作品の購入価格が１００万円（消費税を除く）以上

のものに限るものとする。 

 

補足 

最初の購入委員会 委員候補  5 名 

  樂吉左衞門 氏   当館理事長  樂家十五代当主 陶芸作家 

  林屋晴三  氏   当館理事   東京国立博物館名誉館員 陶磁研究者 

  赤沼多佳  氏   当館評議員  三井記念美術館参事 陶磁研究者 

  尾野善裕  氏   外部専門委員 京都国立博物館学芸員 陶磁専門 

  当館学芸 

   


